
H２８年 日本水稲品質･食味研究会
第８回講演会 in みやざき

平成28年11月12日(土)～13日(日)
ANAホリディ・イン リゾート 宮崎
〒889-2162 宮崎県宮崎市青島1-16-1

会頭：松江勇次
（日本水稲品質・食味研究会会長 九州大学）
実行委員長：永吉嘉文
（宮崎県北諸県農業改良普及センター）
事務局長：五十嵐俊成
（日本水稲品質・食味研究会 事務局）
メール jsrqp@kyouritsu-online.co.jp
※お問合せは上記アドレスへお願いします。
ホームページ http://jsrqp.com/

●シンポジウム 9：00～12：00 （開会式、1講演20分）

テーマ｜ 国際化を見据えた日本産米の品質・食味研究

●一般講演 13：00～18：15 （1講演12+3分）
（総会13：00～13：30）

●エクスカーション 9：00～15：00 （宮崎空港着）

・品種特性、食味評価
・高温障害、水ストレス、品質・食味向上 （15講演）

★一般聴講者歓迎！
皆さん、ふるってご参加を！（予約不要）

講演会参加料無料。
ただし講演要旨集を購入の場合は1000円となります。

株式会社 宮崎アグリアート
（20haに及ぶ有機稲作の農業法人：http://miyazaki-agriart.com/）

酒造 酒泉の杜
（数十種類、無制限の試飲が可能：http://kuramoto-aya-shusennomori.jp/about/）

いま、宮崎で考えよう！
世界の中の日本産米、食味・品質を！

http://www.anahirmiyazaki.com/

講演会場

11/12（土）

11/13（日）

「宮崎県の施設園芸地帯における水稲生産の課題について」
福川 泰陽 ｜宮崎県中部農林振興局農業経営課 中部農業改良普及センター

「有機JASによる循環型水稲栽培への取り組み」
松本 嗣夫 ｜株式会社宮崎アグリアート

「北海道における良質・良食味米の生産と技術開発の現状」
丹野 久 ｜北海道立総合研究機構農業試験場研究部

「中日の共同研究により水稲の品質・食味向上を推進する」
崔 晶 ｜天津農学院 教授、天津市良食味水稲国際連合研究センター首席

「中国江蘇省における水稲ジャポニカ米品種の品質に関する研究」
董 明輝 ｜蘇州市農業科学院 研究員

https://gate.agri.pref.ibaraki.jp/scripts/cbag/ag.exe?page=MailSend&text=jsrqp@kyoritsu-online.co.jp
http://miyazaki-agriart.com/
http://kuramoto-aya-shusennomori.jp/about/
http://www.anahirmiyazaki.com/

